
閻
颯
躊
鰈
茉
薇
本
の
税
制

隕
税

っ
て
何
？
な
ぜ
必
要
？

税
は
、
い
わ
ば
社
会
の
〈
至
買
で
す
。

「私
た
ち
全
員
の
暮
ら
し
を
支
え
る
」

お
金
だ
か
ら
で
す
。
つ
ま
り
、
高
齢

者
の
年
金
、
病
気
の
診
察
治
療
代
、

炊
事

。
洗
澤
な
ど
の
水
道
代
、
道
路

や
電
車
な
ど
の
公
共
交
通
の
建
設

代
、
学
校
の
授
業
料

・
教
科
書
代
、

防
犯
な
ど
安
全
な
生
活
を
確
保
し
て

く
れ
る
警
察
官
、
火
事
や
病
気
の
際

に
助
け
て
く
れ
る
消
防
団
員
、
軍
事

面

。
災
害
面
で
守

っ
て
く
れ
る
自
衛

隊
員
の
給
与
な
ど
で
す
。

な
ぜ
、
税
と
い
う
形
で
な
い
と
、

い
け
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
答
え
は

「企
業
に
任
せ
て
も
う
ま
く
い
か
な

い
」
か
ら
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
例
え

ば
山
の
中
を
走
る
道
路
を
企
業
Ａ

社
が
自
費
で
造

っ
た
と
し
ま
す
。

そ
の
道
路
の
売
り
上
げ

（通
行
料
）

は
、
微
々
た
る
も
の
で
す
か
ら
、

企
業
と
し
て
は
採
算
が
取
れ
ま
せ

ん
。
従

っ
て
、
企
業
は
道
路
を
造
り

ま
せ
ん
。
で
も
、
そ
の
道
路
は
必
要

で
す
。
だ
か
ら
国
が
税
金
で
造
り
ま

す
。爾

納
税
額
の
不
平
等
、
公
平
ノ

年
間
所
得
１０
億
円
を
稼
ぐ
Ａ
氏
の

納
税
額
は
、
約
５

ｏ
４
億
円
で
す
。

他
方
、
年
間
１
０
０
万
円
を
稼
ぐ
Ｂ

氏
の
納
税
額
は
、
ゼ
ロ
で
す
。
税
の

世
界
で
は
、
こ
れ
こ
そ
が
公
平
だ
と
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考
え
ま
す
。
富
裕
者
か
ら
国
に
沢
山

の
税
を
納
め
て
も
ら
い
（
困
っ
て
い

る
人
々
（
生
活
保
護
家
庭
、
母
子
家

庭
、
障
が
い
者
な
ど
）
の
生
活
費
な

ど
に
そ
の
税
を
回
す
こ
と
に
よ
り
、

結
局
は
国
民
全
体
の
幸
せ
に
つ
な
が

る
か
ら
で
す
。

日
問
題
は
な
い
の
か
？

前
述
の
通
り
、
税
金
が
「必
要
だ
」

と
い
う
点
に
疑
い
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、

一
般
論
で
す
。
個
別
の
間

題
と
し
て
は
現
状
、
次
の
よ
う
な
問

題
が
あ
り
ま
す
。

・
国
の
借
金
額
が
、
世
界
で
も
ト

ッ
プ
ク
ラ
ス
で
あ
る
「
す
な
わ

ち
、
日
本
は
借
金
大
国
／

・
税
金
の
無
駄
遣
い
が
多
い
。
例

え
ば
２
０
１
９

（令
和
元
）
年

に
は
、
役
所
に
よ
る
無
駄
遣
い

が
約
３
０
０
億
円
も
あ

っ
た
。

・
日
本
で
は
、
社
員
に
代
わ
っ
て

会
社
が
税
の
計
算
を
し
て
く
れ

る
。
従

っ
て
、
社
員
は
、
痛
税

感
が
な
い
の
で
、
税
に
関
心
を

持
ち
に
く
い
。
よ
っ
て
、
税
制

に
問
題
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

声
を
上
げ
る
力
が
弱
い
。

・
個
別
の
税
目
を
み
る
と
、
印
紙

税
の
よ
う
に
、
デ
ジ
タ
ル
社
会

に
合
わ
な
い
税
が
あ
る
ノ
廃
止

す
る
べ
き
で
あ
る
。

・
株
式
譲
渡
益

へ
の
課
税
率
が
低

い
な
ど
に
よ
る
金
持
ち
優
遇
措

置
が
あ
り
、
貧
富
の
格
差
を
助

長
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
税

に
よ
る
所
得
再
分
配
機
能
が
低

下
し
て
お
り
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
公
表

の
相
対
的
貧
困
率
も
日
本
は
高

。
税
を
滞
納
す
る
人
が
多
い
。
滞

納
税
額
全
体
の
約
半
分
が
、
消

費
税
の
滞
納
で
あ
る
。
事
業
者

が
預
か

っ
た
消
費
税
を
、
税
務

署
に
納
税
し
な
い
で
、
自
分
の

お
店
の
事
業
に
使

っ
て
し
ま
っ

て
い
る
実
態
が
あ
る
。

上
両
税
率
国
日
本
か
ら
、
タ
ッ
ク

ス

・
ヘ
イ
ブ
ン
国
に
利
益
を
移

し
、
日
本
の
税
金
を
回
避
し
て

い
る
者
も
い
る
。

・
租
税
特
別
措
置
の
中
に
は
、
必

ず
し
も
必
要
と
思
わ
れ
な
い
も

の
も
あ
る
が
、
減
税
が
な
さ
れ

て
し
ま

つ
て
い
る
。

慶
今
後
ど
う
す
る
べ
き
か
？

日
本
よ
り
も
国
民
負
担
（
税
負
担

な
ど
）
率
の
高
い
国
で
は
、
子
育
て
、

医
療
、
学
費
な
ど
が
ほ
ぼ
無
料
で
あ

り
、
国
民
の
幸
福
度
が
高
い
。
日
本

も
、
無
駄
遣
い
を
廃
し
、
公
平
公
正

な
税
制
に
改
正
し
、
国
民
の
信
頼
を

得
て
、
国
民
が
幸
福
を
感
じ
ら
れ
る

国
造
り
を
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
強
い
リ
ト
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

も
つ
真
の
指
導
者
が
必
要
と
な
る
。
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